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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１通信端末及び第２通信端末とセッション接続処理をする通信装置と接続される制御
装置であって、
　前記通信装置に前記第１通信端末及び前記第２通信端末の情報を含む接続要求を送信す
るインタフェース部と、
　前記第１通信端末及び前記第２通信端末の少なくともいずれかの着信履歴を、前記第１
通信端末及び前記第２通信端末の少なくともいずれかを所有するユーザのユーザＩＤと対
応づけて管理する着信履歴情報を格納するための記憶部と、
　発信先となる第１または第２の通信端末の呼出処理をトリガとして、前記発信先となる
第１または第２の通信端末についての着信履歴情報を前記記憶部に登録する処理部とを有
し、
　前記処理部は、
　　前記発信先の通信端末から前記通信装置へ送信された前記発信先の通信端末を呼出中
である呼出中通知に基づく接続通知を前記通信装置から受信すると、前記接続通知に基づ
いて、不在着信情報が不在状態である前記発信先の通信端末に対応するユーザＩＤの着信
履歴に発信元である通信端末のアドレスを登録し、
　　前記発信先の通信端末から前記通信装置へ送信された接続成功通知に基づく接続応答
通知を前記通信装置から受信すると、前記接続応答通知に基づいて、前記発信先の通信端
末に対応するユーザＩＤの着信履歴に含まれる不在着信情報を着信状態とする
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ことを特徴とする制御装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の制御装置であって、
　前記処理部は、前記着信履歴情報として、セッション情報、発信元アドレス、発信元名
、不在着信情報、着信日時のうち少なくともいずれか一つを登録することを特徴とする制
御装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の制御装置であって、
　前記処理部は、前記呼出処理におけるＲｉｎｇｉｎｇメッセージの受信をトリガとして
、前記着信履歴情報を登録することを特徴とする制御装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれかに記載の制御装置であって、
　前記処理部は、前記通信装置から前記接続要求に対する応答を受信すると、前記第１通
信端末及び前記第２通信端末のうち発信元となる通信端末についての発信履歴情報を前記
記憶部に登録することを特徴とする制御装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の制御装置であって、
　前記処理部は、前記発信履歴情報として、セッション情報、発信先アドレス、発信先名
、発信元アドレス、発信日時のうち少なくともいずれか一つを登録することを特徴とする
制御装置。
【請求項６】
　第１通信端末及び第２通信端末とセッション接続処理をする通信装置と、前記通信装置
と接続され前記第１通信端末及び前記第２通信端末の少なくともいずれかの着信履歴情報
を格納するための記憶部を有する制御装置とを含む通信システムにおける通信履歴管理方
法であって、
　前記制御装置から前記通信装置へ、前記第１通信端末及び前記第２通信端末の情報を含
む接続要求を送信し、
　前記第１通信端末及び前記第２通信端末の少なくともいずれかの着信履歴を、前記第１
通信端末及び前記第２通信端末の少なくともいずれかを所有するユーザのユーザＩＤと対
応づけて着信履歴情報にて管理し、
　発信先となる第１または第２の通信端末の呼出処理をトリガとして、前記発信先となる
第１または第２の通信端末についての着信履歴情報を前記記憶部に登録し、
　前記発信先の通信端末から前記通信装置へ送信された前記発信先の通信端末を呼出中で
ある呼出中通知に基づく接続通知を前記通信装置から受信すると、前記接続通知に基づい
て、不在着信情報が不在状態である前記発信先の通信端末に対応するユーザＩＤの着信履
歴に発信元である通信端末のアドレスを登録し、
　前記発信先の通信端末から前記通信装置へ送信された接続成功通知に基づく接続応答通
知を前記通信装置から受信すると、前記接続応答通知に基づいて、前記発信先の通信端末
に対応するユーザＩＤの着信履歴に含まれる不在着信情報を着信状態とする
ことを特徴とする通信履歴管理方法。
【請求項７】
　請求項６記載の通信履歴管理方法であって、
　前記着信履歴情報として、セッション情報、発信元アドレス、発信元名、不在着信情報
、着信日時のうち少なくともいずれか一つを登録することを特徴とする通信履歴管理方法
。
【請求項８】
　請求項６または請求項７に記載の通信履歴管理方法であって、
　前記呼出処理におけるＲｉｎｇｉｎｇメッセージの受信をトリガとして、前記着信履歴
情報を登録することを特徴とする通信履歴管理方法。
【請求項９】
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　請求項６から請求項８のいずれかに記載の通信履歴管理方法であって、
　前記通信装置から前記接続要求に対する応答を受信すると、前記第１通信端末及び前記
第２通信端末のうち発信元となる通信端末についての発信履歴情報を前記記憶部に登録す
ることを特徴とする通信履歴管理方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の通信履歴管理方法であって、
　前記発信履歴情報として、セッション情報、発信先アドレス、発信先名、発信元アドレ
ス、発信日時のうち少なくともいずれか一つを登録することを特徴とする通信履歴管理方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、制御装置及び通信履歴管理方法に係り、特に、次世代ネットワークにおける
対拠点間接続方式についての制御装置及び通信履歴管理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）技術を利用した通信事業者による
次世代の通信網に関する検討が盛んに行われている。この種の次世代通信網をＮＧＮ（Ｎ
ｅｘｔ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）と呼んでいる。ＮＧＮでは、通信をし
ようとするサーバとクライアントの間にセッションを確立し、そのセッション毎に帯域を
管理する方法が採られることが多い。また、ＮＧＮにて、帯域の確保に用いられるセッシ
ョン制御プロトコルは例えばＳＩＰ（Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔ
ｏｃｏｌ）がある。
【０００３】
　また、帯域確保用セッションの制御プロトコルを実装しないクライアント装置が帯域保
障型網で通信するとき、セッション代行装置がクライアント装置に代わって帯域保障型網
内に帯域確保用セッションを確立する技術が開示されている（例えば、特許文献１）。
【０００４】
　また、アプリケーション間で情報交換を行うためのＳＯＡＰ（Ｓｉｍｐｌｅ　Ｏｂｊｅ
ｃｔ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）が知られている。
【０００５】
　また、通信品質が保証されたＮＧＮにおいて、通信させる２者間のデータを転送する技
術が開示されている（例えば、特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－７８８７８号公報
【特許文献２】特開２０１０－２１３０２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ＮＧＮにおいては、シグナリングチャネルとデータチャネルを確立するＩＰアドレスが
同一であることが必要である。そのため、従来の３ＰＣＣ（３ｒｄ　Ｐａｒｔｙ　Ｃａｌ
ｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）サービスフローのように通信させる２者間（第１接続端末と第２接
続端末間）のデータチャネルの確立代行が不可能となる。また、３ＰＣＣサービスフロー
において、まず３ＰＣＣを実装する装置と第１接続端末とのセッションを確立し、次に３
ＰＣＣを実装する装置と第２接続端末とのセッションを確立して、第１接続端末と第２接
続端末間で通話する場合、第１接続端末とのセッションの確立が完了し、第２接続端末と
のセッションの確立を開始する。ここで、３ＰＣＣサービスでは、通信する２者（第１接
続端末と第２接続端末）とは違う第三者がその２者に対し発呼をするため、第１接続端末
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または第２接続端末が不在着信をするときに、通知される電話番号は通信開始元（発信元
）の接続端末の情報ではなく第三者の情報となる。そのため、第１接続端末または第２接
続端末が通信開始元（発信元）の接続端末を特定することができず、例えば折返しの電話
もできないという課題がある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明による制御装置は一例として、第１通信端末及び第２通信端末とＳＩＰプロトコ
ルでセッション接続処理をし前記第１通信端末及び前記第２通信端末の間の接続設定をす
る通信装置とネットワークを介して接続される制御装置であって、前記通信装置に前記第
１通信端末及び前記第２通信端末の情報を含む接続要求を送信するインタフェース部と、
前記第１通信端末及び前記第２通信端末の少なくともいずれかの発信履歴情報を格納する
ための記憶部と、前記通信装置から前記接続要求に対する応答を受信するときに、前記第
１通信端末及び前記第２通信端末のうち発信元となる通信端末についての発信履歴情報を
前記記憶部に登録する処理部とを有する。また、他の例として、本発明による制御装置は
、第１通信端末及び第２通信端末とＳＩＰプロトコルでセッション接続処理をし前記第１
通信端末及び前記第２通信端末の間の接続設定をする通信装置とネットワークを介して接
続される制御装置であって、前記通信装置に前記第１通信端末及び前記第２通信端末の情
報を含む接続要求を送信するインタフェース部と、前記第１通信端末及び前記第２通信端
末の少なくともいずれかの着信履歴情報を格納するための記憶部と、発信先となる第１ま
たは第２の通信端末と前記通信装置との前記ＳＩＰプロトコルでのセッション接続処理、
または、前記発信先となる第１または第２の通信端末の呼出処理のときに、前記発信先と
なる第１または第２の通信端末についての着信履歴情報を前記記憶部に登録する処理部と
を有する。
【０００９】
　本発明による通信履歴管理方法は一例として、第１通信端末及び第２通信端末とＳＩＰ
プロトコルでセッション接続処理をし前記第１通信端末及び前記第２通信端末の間の接続
設定をする通信装置と、前記通信装置とネットワークを介して接続され前記第１通信端末
及び前記第２通信端末の少なくともいずれかの発信履歴情報を格納するための記憶部を有
する制御装置とを含む通信システムにおける通信履歴管理方法であって、前記制御装置か
ら前記通信装置へ、前記第１通信端末及び前記第２通信端末の情報を含む接続要求を送信
する第１のステップと、前記通信装置から前記接続要求に対する応答を受信するときに、
前記第１通信端末及び前記第２通信端末のうち発信元となる通信端末についての発信履歴
情報を前記記憶部に登録する第２のステップとを有する。また、他の例として、本発明に
よる通信履歴管理方法は、第１通信端末及び第２通信端末とＳＩＰプロトコルでセッショ
ン接続処理をし前記第１通信端末及び前記第２通信端末の間の接続設定をする通信装置と
、前記通信装置とネットワークを介して接続され前記第１通信端末及び前記第２通信端末
の少なくともいずれかの着信履歴情報を格納するための記憶部を有する制御装置とを含む
通信システムにおける通信履歴管理方法であって、前記制御装置から前記通信装置へ、前
記第１通信端末及び前記第２通信端末の情報を含む接続要求を送信する第１のステップと
、発信先となる第１または第２の通信端末と前記通信装置との前記ＳＩＰプロトコルでの
セッション接続処理、または、前記発信先となる第１または第２の通信端末の呼出処理の
ときに、前記発信先となる第１または第２の通信端末についての着信履歴情報を前記記憶
部に登録する第２のステップとを有する。
【発明の効果】
【００１０】
　３ＰＣＣサービスにおいて、通信開始元（発信元）の接続端末を特定することができる
。また、接続端末のユーザごとに発着信履歴情報を管理する場合には、特定の接続端末以
外からも各ユーザに対応した発着信履歴情報を抽出することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
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【図１】第１の実施の形態の通信網の構成例を示す説明図である。
【図２】第１の実施の形態のＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２の構成例を示す説明図である。
【図３－１】第１の実施の形態のＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２におけるセッション情報テ
ーブル２０１０の構成の一例を示す説明図である。
【図３－２】第１の実施の形態のＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２における呼参加者情報テー
ブル２０２０の構成の一例を示す説明図である。
【図３－３】第１の実施の形態のＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２における端末情報テーブル
２０３０の構成の一例を示す説明図である。
【図３－４】第１の実施の形態のＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２におけるメディアストリー
ム制御情報テーブル２０４０の構成の一例を示す説明図である。
【図４】ｗｅｂサーバ１の構成図である。
【図５－１】第１の実施の形態のｗｅｂサーバ１における端末情報テーブル２４００の構
成の一例を示す説明図である。
【図５－２】第１の実施の形態のｗｅｂサーバ１における電話帳テーブル２４１０の構成
の一例を示す説明図である。
【図５－３】第１の実施の形態のｗｅｂサーバ１における発信履歴情報テーブル２４２０
の構成の一例を示す説明図である。
【図５－４】第１の実施の形態のｗｅｂサーバ１における着信履歴情報テーブル２４３０
の構成の一例を示す説明図である。
【図６】３ＰＣＣサービスにおける発着信履歴情報の作成手順を説明するシーケンス図で
ある。
【図７】ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタにおけるｓｅｓｓｉｏｎＩＤ／ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ
ＩＤ生成を説明するフローチャートである。
【図８】第１の実施の形態のＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２における呼開始要求受信時の動
作を説明するフローチャートである。
【図９】第１の実施の形態のＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２における呼情報（セッション情
報）要求受信時の動作を説明するフローチャートである。
【図１０】第１の実施の形態のＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２における呼参加者情報要求受
信時の動作を説明するフローチャートである。
【図１１】第１の実施の形態のＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２における呼終了要求受信時の
動作を説明するフローチャートである。
【図１２】第１の実施の形態のメディアストリーム転送を説明するシーケンス図である。
【図１３】第１の実施の形態のＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２における呼情報（セッション
情報）要求受信の手順を説明するシーケンス図である。
【図１４】第１の実施の形態のＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２における呼参加者情報要求受
信時の手順を説明するシーケンス図である。
【図１５】第１の実施の形態のＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２における呼終了要求受信時の
手順を説明するシーケンス図である。
【図１６】ｗｅｂサーバ１における発信履歴作成の動作を説明するフローチャートである
。
【図１７】ｗｅｂサーバ１における着信履歴作成の動作を説明するフローチャートである
。
【図１８】ｗｅｂサーバ１における着信履歴作成の動作を説明するフローチャートである
。
【図１９】ｗｅｂサーバ１により、電話帳、発信履歴、着信履歴の各々のデータを参照さ
せる動作を説明するフローチャートである。
【図２０－１】電話帳データ表示の例である。
【図２０－２】発信履歴データ表示の例である。
【図２０－３】着信履歴データ表示の例である。
【発明を実施するための形態】
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【００１２】
（ネットワーク構成）
　図１は、第１の実施の形態の通信網の構成例を示す説明図である。
【００１３】
　本通信網（システム）は、Ｗｅｂサーバ１と、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ（通信装置）
２と、ＳＩＰサーバ３と、ＨＧＷ（Ｈｏｍｅ　Ｇａｔｅｗａｙ）４ａ及び４ｂとを備える
。ＳＩＰサーバ３は、例えばＮＧＮ　Ｎ２に設置される。
【００１４】
　Ｗｅｂサーバ１は、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２と通信する。また、Ｗｅｂサーバ１は
、インターネットＮ１等のネットワークを介して端末５ａと通信する。さらに、Ｗｅｂサ
ーバ１は、ＮＧＮ　Ｎ２とＨＧＷ４ａを介し、かつ、インターネットＮ１等のネットワー
クを介して端末Ａ５ｂと、ＮＧＮ　Ｎ２とＨＧＷ４ｂを介し、かつ、インターネットＮ１
等のネットワークを介して端末Ａ５ｃと、各々通信する。ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２は
、ＮＧＮ　Ｎ２とＨＧＷ４ａを介して端末Ａ５ｂと通信する。ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ
２と端末Ｂ５ｃについても同様である。
【００１５】
　図２は、第１の実施の形態のＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２の構成例を示す説明図である
。
【００１６】
　ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２は、例えば、プロセッサ（以下、ＣＰＵ）２００１と、イ
ンタフェース（以下、ＩＦ）２００３ａ及び２００３ｂと、メモリ２００４とを備える。
メモリ２００４は、ＳＯＡＰ制御部２１０１と、３ＰＣＣモジュール部２１０２と、メデ
ィアストリーム制御部２１０３と、ＳＩＰ制御部２１０４とを有する。３ＰＣＣモジュー
ル部２１０２は、セッション情報テーブル２０１０を有し、メディアストリーム制御部２
１０３は、メディアストリーム制御情報テーブル２０４０を有する。セッション情報テー
ブル２０１０は、呼参加者情報テーブル２０２０と、端末情報テーブル２０３０とを有す
る。
【００１７】
　ＣＰＵ２００１は、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２における各処理を実行する。メモリ２
００４上のＳＯＡＰ制御部２１０１、３ＰＣＣモジュール部２１０２、メディアストリー
ム制御部２１０３及びＳＩＰ制御部２１０４は、ＣＰＵ２００１により実行される。ＩＦ
２００３は、回線２００２を介してＷｅｂサーバ１やＮＧＮ　Ｎ２と通信するためのイン
タフェースである。
【００１８】
　図３－１は、第１の実施の形態のＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２におけるセッション情報
テーブル２０１０の構成の一例を示す説明図である。
【００１９】
　セッション情報テーブル２０１０は、例えば、ｓｅｓｓｉｏｎＩＤ２０１１に対応して
、セッション状態２０１２と、呼参加者状態２０２０と、端末情報２０３０とを記憶する
。
【００２０】
　ｓｅｓｓｉｏｎＩＤ２０１１は、Ｗｅｂサーバ１からの接続要求に対応するセッション
識別子である。ｓｅｓｓｉｏｎＩＤ２０１１は、端末Ａ５ｂと端末Ｂ５ｃとの通信を識別
する。セッション状態２０１２は、ｓｅｓｓｉｏｎＩＤ２０１１が示すセッションの状態
を示す。セッション状態２０１２は、例えば、「Ｉｎｉｔｉａｌ（初期状態）」、「Ｃｏ
ｎｎｅｃｔｅｄ（接続状態）」、「Ｔｅｒｍｉｎａｔｅｄ（終了状態）」等が記憶される
。呼参加者状態２０２０は、呼参加者情報テーブル２０２０に相当する。呼参加者情報テ
ーブル２０２０の詳細については、後述する。端末情報２０３０は、端末情報テーブル２
０３０に相当する。端末情報２０３０は、端末毎にそれぞれ記憶される。図示の例では、
端末Ａ５ｂに対応する端末情報（Ｃｌｉｅｎｔ　Ａ用）２０３０＿Ａと、端末Ｂ５ｃに対
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応する端末情報（Ｃｌｉｅｎｔ　Ｂ用）２０３０＿Ｂとが記憶される。端末情報テーブル
２０３０の詳細については、後述する。
【００２１】
　図３－２は、第１の実施の形態のＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２における呼参加者情報テ
ーブル２０２０の構成の一例を示す説明図である。
【００２２】
　呼参加者情報テーブル２０２０は、例えば、端末毎に、ＵＲＩ２０２１と呼状態２０２
２と開始時間（時刻）２０２３とを記憶する。
【００２３】
　ＵＲＩ２０２１は、各ユーザに対応するＳＩＰ－ＵＲＩを示す。呼状態２０２２は、Ｓ
ＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２と各端末５ｂ、５ｃとの間のＳＩＰのセッションの状態を示す
。呼状態２０２２は、例えば、「ＣａｌｌＰａｒｔｉｃｉｐａｎｔＩｎｉｔｉａｌ（初期
状態）」、「ＣａｌｌＰａｒｔｉｃｉｐａｎｔＣｏｎｎｅｃｔｅｄ（接続状態）」、「Ｃ
ａｌｌＰａｒｔｉｃｉｐａｎｔＴｅｒｍｉｎａｔｅｄ（終了状態）」等が記憶される。開
始時間２０２３は、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２が各端末５ｂ、５ｃに対して、ＳＩＰの
セッションを確立したときの時刻を示す。
【００２４】
　図３－３は、第１の実施の形態のＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２における端末情報テーブ
ル２０３０の構成の一例を示す説明図である。
【００２５】
　端末情報テーブル２０３０は、例えば、ＳＩＰで用いるパラメータ等が記憶される。端
末情報テーブル２０３０は、例えば、ハンドル値２０３１と、ｓｅｓｓｉｏｎＩＤ２０３
２と、端末状態２０３３と、Ｒｏｌｅ２０３４と、ｓｅｎｄ　ＳＤＰ（Ｓｅｓｓｉｏｎ　
Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）情報２０３５と、ｒｅｃｖ　ＳＤＰ情報２
０３６と、Ｆｒｏｍ　ＵＲＩ２０３７と、Ｔｏ　ＵＲＩ２０３８とを記憶する。
【００２６】
　ハンドル値２０３１は、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２と端末５ｂとの間のＳＩＰのセッ
ション、及び、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２と端末Ｂ５ｃとの間のＳＩＰのセッションを
それぞれ識別する情報である。ｓｅｓｓｉｏｎＩＤ２０３２は、上述のセッション情報テ
ーブル２０１０のｓｅｓｓｉｏｎＩＤ２０１１に対応する。端末状態２０３３は、ＳＯＡ
Ｐ－ＳＩＰアダプタ２と各端末５ｂ、５ｃとのセッション確立に至るまでの状態を示す。
端末状態２０３３は、例えば、「Ｉｎｉｔｉａｌ（初期状態）」、「ＣｏｎｎｅｃｔＷａ
ｉｔ（「応答」を待っている状態）」、「ＣａｌｌＣｏｍｐｌｅｔｅ（「応答」を受け付
け、ＵＡとのセッションが確立している状態）」、「ＣｌｏｓｅＷａｉｔ（「切断完了通
知」を待っている状態）」、「Ｃｌｏｓｅｄ（終了状態）」等が記憶される。なお、「Ｉ
ｎｉｔｉａｌ」、「ＣｏｎｎｅｃｔＷａｉｔ」は、呼参加者情報テーブル２０２０に記憶
される呼状態２０２２の「ＣａｌｌＰａｒｔｉｃｉｐａｎｔＩｎｉｔｉａｌ」に対応する
。また、「ＣａｌｌＣｏｍｐｌｅｔｅ」、「ＣｌｏｓｅＷａｉｔ」は、呼参加者情報テー
ブル２０２０に記憶される呼状態２０２２の「ＣａｌｌＰａｒｔｉｃｉｐａｎｔＣｏｎｎ
ｅｃｔｅｄ」に対応する。「ＣｌｏｓｅＷａｉｔ」は、呼状態２０２２の「ＣａｌｌＰａ
ｒｔｉｃｉｐａｎｔＴｅｒｍｉｎａｔｅｄ」に対応する。
【００２７】
　Ｒｏｌｅ２０３４は、発信側又は着信側を示す情報である。ｓｅｎｄ　ＳＤＰ情報２０
３５は、例えば、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２のＩＰアドレスとポート番号を含む。ｒｅ
ｃｖ　ＳＤＰ情報２０３６は、例えば、端末Ａ５ｂ又は端末Ｂ５ｃのＩＰアドレスとポー
ト番号を含む。Ｆｒｏｍ　ＵＲＩ２０３７は、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２が送信するＳ
ＩＰメッセージの送信元ＵＲＩを示す。Ｆｒｏｍ　ＵＲＩ２０３７は、例えばＳＯＡＰ－
ＳＩＰアダプタ２のＳＩＰ－ＵＲＩである。Ｔｏ　ＵＲＩ２０３８は、ＳＯＡＰ－ＳＩＰ
アダプタ２が送信するＳＩＰメッセージの送信先ＵＲＩを示す。Ｔｏ　ＵＲＩ２０３８は
、例えば、端末Ａ５ｂ又は端末Ｂ５ｃのＳＩＰ－ＵＲＩである。
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【００２８】
　図３－４は、第１の実施の形態のＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２におけるメディアストリ
ーム制御情報テーブル２０４０の構成の一例を示す説明図である。
【００２９】
　メディアストリーム制御情報テーブル２０４０は、例えば、ｓｅｓｓｉｏｎＩＤ２０４
１に対応して、メディアストリーム送受信用ＩＰアドレス２０４２と、メディアストリー
ム送受信用ポート番号２０４３と、相手先ＩＰアドレス（１）２０４４と、相手先ポート
番号（１）２０４５と、相手先ＩＰアドレス（２）２０４６と、相手先ポート番号（２）
２０４７とを記憶する。
【００３０】
　ｓｅｓｓｉｏｎＩＤ２０４１は、セッション情報テーブル２０１０のｓｅｓｓｉｏｎＩ
Ｄ２０１１と対応する。メディアストリーム送受信用ＩＰアドレス２０４２及びメディア
ストリーム送受信用ポート番号２０４３は、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２がメディアスト
リームを転送する際に用いるＩＦ２００３のＩＰアドレス及びポート番号である。相手先
ＩＰアドレス（１）２０４４及び相手先ポート番号（１）２０４５と、相手先ＩＰアドレ
ス（２）２０４６及び相手先ポート番号（２）２０４７の対は、メディアストリームの転
送先を示す。例えば、メディアストリームの送信元が相手先ＩＰアドレス（１）２０４４
及び相手先ポート番号（１）２０４５に該当する場合、対応する相手先ＩＰアドレス（２
）２０４６及び相手先ポート番号（２）２０４７を転送先としてメディアストリームを転
送する。メディアストリームの送信元が相手先ＩＰアドレス（２）２０４６及び相手先ポ
ート番号（２）２０４７の場合も同様に、対応する相手先ＩＰアドレス（１）２０４４及
び相手先ポート番号（１）２０４５を転送先としてメディアストリームを転送する。図示
の例では、相手先ＩＰアドレス（１）２０４４及び相手先ポート番号（１）２０４５は、
端末Ａ５ｂのＩＰアドレス及びポート番号を示し、相手先ＩＰアドレス（２）２０４６及
び相手先ポート番号（２）２０４７は、端末Ｂ５ｃのＩＰアドレス及びポート番号を示す
。
【００３１】
　図４は、ｗｅｂサーバ１の構成図である。
【００３２】
　ｗｅｂサーバ１は、例えば、処理部１００と、入力部１１０と、表示部１２０と、記憶
部１３０と、通信インタフェース１４０を備える。入力部１１０は、例えば、Ｓｅｓｓｉ
ｏｎＩＤの入力やユーザ識別子の入力を受け付ける。表示部１２０は、ユーザ識別子、Ｓ
ＩＰ－ＵＲＩを表示する。記憶部１３０は、端末情報テーブル（メモリ）２４００と、電
話帳テーブル（メモリ）２４１０と、発信履歴情報テーブル（メモリ）２４２０と、着信
履歴情報テーブル（メモリ）２４３０を有する。通信インタフェース１４０は、例えばＳ
ＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２と通信するためのインタフェースである。処理部１００は、ｗ
ｅｂサーバ１での各種処理を実行する。後述する端末情報テーブル２４００と、電話帳テ
ーブル２４１０と、発信履歴情報テーブル２４２０の制御（読み出し、情報の格納、更新
などの制御）は、処理部が行う。
【００３３】
　図５－１は、第１の実施の形態のｗｅｂサーバ１における端末情報テーブル２４００の
構成の一例を示す説明図である。端末情報テーブル２４００は、少なくともユーザＩＤと
端末ＩＤと電話番号とを対応させ、個々の端末に関する情報を格納するものである。なお
、テーブルに記憶する情報は下記する全ての組合せでも良いが、必要とする任意の情報の
組合せであっても良い。
【００３４】
　例えば、ユーザＩＤ２４０１に対応して、端末ＩＤ２４０２と、端末名称２４０３と、
電話番号２４０４と、ｃｏｒｒｅｌａｔｏｒ２４０５と、端末登録状態２４０６とを記憶
する。
【００３５】
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　ユーザＩＤ２４０１は、３ＰＣＣサービスを利用するユーザに対する識別子である。端
末ＩＤ２４０２は、あるユーザが所有する通信端末に対する識別子である。ここで、一の
ユーザＩＤは複数の端末（複数の端末ＩＤ）と対応してもよい。図５-１では、ユーザＩ
Ｄ0001に対し、「固定端末」の端末ＩＤ０１と「携帯端末」の端末ＩＤ０２とが対応する
。端末名称２４０３は、通信端末に対する名称である。電話番号２４０４は、ユーザ所有
の通信端末の端末ＩＤに対応する電話番号を示す。ｃｏｒｒｅｌａｔｏｒ２４０５は、Ｓ
ＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２からのイベント通知における関連性を示す識別子である。イベ
ント通知とは、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２による呼設定における通知であり、このイベ
ント通知との関連性とは、イベント通知への対応要否を決めるパラメータである。端末登
録状態２４０６は、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２へイベント通知対象として登録済みであ
るかの状態を示す。
【００３６】
　図５－２は、第１の実施の形態のｗｅｂサーバ１における電話帳テーブル２４１０の構
成の一例を示す説明図である。電話帳テーブル２４１０は、少なくともユーザＩＤと接続
先指定アドレス（例えばＳＩＰ－ＵＲＩ）と表示アドレス（例えば電話番号）とを対応さ
せ、個々のユーザに関する情報を格納するものである。ここでのユーザＩＤとは、名前２
４１３に括りついたものではなく、名前２４１３、ふりがな２４１４、アドレス２４１５
、表示アドレス２４１６の情報を電話帳に保持しているユーザのユーザＩＤのことである
。
【００３７】
　例えば、ＩＤ２４１１に対応して、ユーザＩＤ２４１２と、名前２４１３と、ふりがな
２４１４と、アドレス２４１５と、表示アドレス２４１６とを記憶する。
【００３８】
　ＩＤ２４１１は、データ管理のための識別子である。ユーザＩＤ２４１２は、上述の端
末情報テーブル２４００のユーザＩＤ２４０１に対応する。名前２４１３は、３ＰＣＣサ
ービスを利用するユーザの名前であり、ユーザＩＤ２４１２に１対１に対応する情報であ
る。ふりがな２４１４は、名前２４１３に１対１に対応する情報であり、電話帳表示の際
のソートで使用することができる。アドレス２４１５は、各ユーザのＳＩＰ－ＵＲＩを示
す。表示アドレスは、アドレス２４１５のうち、電話帳を参照する端末へ表示させる情報
、例えば、電話番号である。
【００３９】
　図５－３は、第１の実施の形態のｗｅｂサーバ１における発信履歴情報テーブル２４２
０の構成の一例を示す説明図である。発信履歴情報テーブル２４２０は、少なくともユー
ザＩＤとセッションＩＤと発信先情報と発信元情報と発信時間情報とを対応させ、個々の
呼（Ｃａｌｌｉｎｇ）の発信に関する情報を格納するものである。なお、テーブルに記憶
する情報は下記する全ての組合せでも良いが、必要とする任意の情報の組合せであっても
良い。
【００４０】
　例えば、ＩＤ２４２１に対応して、ユーザＩＤ２４２２と、セッションＩＤ２４２３と
、発信先アドレス２４２４と、発信先アドレス表示名２４２５と、発信先名２４２６と、
発信元アドレス２４２７と、発信日時２４２８とを記憶する。
【００４１】
　ＩＤ２４２１は、データ管理のための識別子である。ユーザＩＤ２４２２は、上述の端
末情報テーブル２４００のユーザＩＤ２４０１に対応する。セッションＩＤ２４２３は、
上述のセッション情報テーブル２０１０のｓｅｓｓｉｏｎＩＤ２０１１に対応する。発信
先アドレス２４２４は、着信側となる端末、例えば、端末Ｂ５ｃのＳＩＰ－ＵＲＩである
。発信先アドレス表示名２４２５は、発信先アドレス２４２４のうち、発信履歴を参照す
る端末へ表示させる情報、例えば、電話番号である。発信先名２４２６は、上述の電話帳
テーブル２４１０の名前２４１３に対応する。発信元アドレス２４２７は、発信側となる
端末、例えば、端末Ａ５ｂのＳＩＰ－ＵＲＩである。発信日時２４２８は、電話を発信し
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た時間情報である。
【００４２】
　図５－４は、第１の実施の形態のｗｅｂサーバ１における着信履歴情報テーブル２４３
０の構成の一例を示す説明図である。着信履歴情報テーブル２４３０は、少なくともユー
ザＩＤとセッションＩＤと発信元情報と着信時間情報とを対応させ、個々の呼の（Ｃａｌ
ｌｉｎｇ）の着信に関する情報を格納するものである。なお、テーブルに記憶する情報は
下記する全ての組合せでも良いが、必要とする任意の情報の組合せであっても良い。
【００４３】
　例えば、ＩＤ２４３１に対応して、ユーザＩＤ２４３２と、セッションＩＤ２４３３と
、発信元アドレス２４３４と、発信元アドレス表示名２４３５と、発信元名２４３６と、
不在着信２４３７と、着信日時２４３８とを記憶する。
【００４４】
　ＩＤ２４３１は、データ管理のための識別子である。ユーザＩＤ２４３２は、上述の端
末情報テーブル２４００のユーザＩＤ２４０１に対応する。セッションＩＤ２４３３は、
上述のセッション情報テーブル２０１０のｓｅｓｓｉｏｎＩＤ２０１１に対応する。発信
元アドレス２４３４は、発信側となる端末、例えば、端末Ａ５ｂのＳＩＰ－ＵＲＩである
。発信元アドレス表示名２４３５は、発信元アドレス２４３４のうち、着信履歴を参照す
る端末へ表示させる情報、例えば、電話番号である。発信元名２４３６は、上述の電話帳
テーブル２４１０の名前２４１３に対応する。不在着信２４３７は、発呼時における、相
手端末の着信への応答の状態を示す。着信日時２４３８は、電話を着信した時間情報であ
る。
（動作）
　図７は、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタにおけるｓｅｓｓｉｏｎＩＤ／ｃｏｎｎｅｃｔｉｏ
ｎＩＤ生成を説明するフローチャートである。なお、ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎＩＤは、接続
を３ＰＣＣではなくＮＧＮ接続とするときに使用できるパラーメータである。図８は、第
１の実施の形態のＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２における呼開始要求受信時の動作を説明す
るフローチャートである。また、図６は、３ＰＣＣサービスにおける発着信履歴情報の作
成手順を説明するシーケンス図である。図１６は、ｗｅｂサーバ１における発信履歴作成
の動作を説明するフローチャートである。図１７、図１８は、ｗｅｂサーバ１における着
信履歴作成の動作を説明するフローチャートである。
【００４５】
　本実施の形態によると、３ＰＣＣサービスにおいて、通信開始元（発信元）の接続端末
を特定することができる。また、接続端末のユーザごとに発着信履歴情報を管理する場合
には、特定の接続端末以外からも各ユーザに対応した発着信履歴情報を抽出することがで
きる。さらには、ｗｅｂ管理の電話帳を提供することも可能となる。
【００４６】
　発着信履歴情報の作成を含む３ＰＣＣサービスまでの流れは、以下の（ａ）～（ｅ）と
なる。（ａ）ｗｅｂサーバ１からＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２へ発着信履歴作成対象ユー
ザのＳＩＰ－ＵＲＩなどを登録。（ｂ）ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２と第１接続端末Ａ５
ｂとのセッション確立。（ｃ）ｗｅｂサーバ１にて第１接続端末Ａ５ｂの発信履歴情報を
作成。（ｄ）ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２と第２接続端末Ｂ５ｃとのセッション確立。（
ｅ）ｗｅｂサーバ１にて第２接続端末Ｂ５ｃの着信履歴情報を作成。（ｆ）第１接続端末
Ａ５ｂと第２接続端末Ｂ５ｃ間で通話。しかし、（ｂ）が完了し、（ｄ）を開始している
段階で、第１接続端末Ａ５ｂでは無音状態となる。この点については、ＳＯＡＰ－ＳＩＰ
アダプタ２から擬似的にＲＢＴ（Ｒｉｎｇｉｎｇ　Ｂａｃｋ　Ｔｏｎｅ、接続維持メッセ
ージ）を第１接続端末Ａ５ｂへ送信する。
【００４７】
　また、ＮＧＮにおいては、シグナリングチャネルとデータチャネルを確立するＩＰアド
レスが同一である必要が条件としてあり、従来の３ＰＣＣサービスフローのように通信さ
せる２者間（第１接続端末Ａ５ｂと第２接続端末Ｂ５ｃ間）のデータチャネル確立代行が
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不可能である。この点については、本実施の形態では、第１接続端末Ａ５ｂからのデータ
をＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２で受信し、そのデータを第２接続端末Ｂ５ｃへ転送する。
第２接続端末Ｂ５ｃからのデータをＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２で受信し、そのデータを
第１接続端末Ａ５ｂへ転送する。また、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２は、上述の転送を実
現するためのメディアストリーム制御情報テーブル２０４０を作成する。
【００４８】
　さらに、３ＰＣＣサービスにおいては、通信する２者（第１接続端末Ａ５ｂと第２接続
端末Ｂ５ｃ）とは違う第三者であるＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２がその２者に対し発呼を
するため、第１接続端末Ａ５ｂまたは第２接続端末Ｂ５ｃが不在着信をするときに、通知
される電話番号がＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２の情報となる。そのため、第１接続端末ま
たは第２接続端末が通信開始元（発信元）の接続端末を特定することができず、折返しの
電話をすることが不可能となる課題がある。そこで、本実施の形態では、ｗｅｂサーバ１
上で、３ＰＣＣサービスにおける発着信履歴情報を作成し、ｗｅｂサーバ１と通信可能な
端末に、通信のために必要となるユーザ情報（ログインＩＤなど）に対応した発着信履歴
情報を提供する。
【００４９】
　以下、シーケンス図及び各フローチャートに従って本実施の形態の手順を説明する。
【００５０】
　図６に沿ってシーケンスフローを説明する。まず、ｗｅｂサーバ１の管理者は、ｗｅｂ
サーバ１へログインする。３ＰＣＣサービスを利用するユーザなどの情報を入力し、端末
情報テーブル２４００に登録する。例えば、登録内容には、ユーザＩＤ２４０１、複数の
端末を識別する端末ＩＤ２４０２、端末名称２４０３、電話番号２４０４、ｃｏｒｒｅｌ
ａｔｏｒ２４０５を含む。次に、ｗｅｂサーバ１は、ＳＯＡＰ　ｓｔａｒｔＣａｌｌＮｏ
ｔｉｆｉｃａｔｉｏｎＲｅｑｕｅｓｔ（通知開始要求）をＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２に
送信する（Ｓ１６）。ＳＯＡＰ　ｓｔａｒｔＣａｌｌＮｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎＲｅｑｕ
ｅｓｔは、接続状態の通知の要求対象のユーザに対応するＳＩＰ－ＵＲＩ、関連性を示す
ための値ｃｏｒｒｅｌａｔｏｒを含む。ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２は、受信したＳＯＡ
Ｐ　ｓｔａｒｔＣａｌlＮｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎＲｅｓｐｏｎｓｅ（通知開始応答）を
送信する（Ｓ１７）。ｗｅｂサーバ１は、ＳＯＡＰ　ｓｔａｒｔＣａｌlＮｏｔｉｆｉｃ
ａｔｉｏｎＲｅｓｐｏｎｓｅ（通知開始応答）受信契機に、端末情報テーブル２４００の
端末登録状態２４０６を“未”から“済”へ更新する（初期値は、“未”である）。次に
、第三者のユーザ、または、ｗｅｂサーバ１の管理者は、端末５ａを操作してＷｅｂサー
バ１にログインする。Ｗｅｂサーバ１は、通信するユーザのユーザ識別子（ユーザＩＤ）
（例えば、端末Ａ５ｂ、端末Ｂ５ｃの各々について、使用するユーザに対応するユーザＩ
Ｄ）を端末５ａより入力する。例えば、Ｗｅｂサーバ１が、ログインした端末５ａに対し
て表示した画面に従い、ユーザの操作により通信する２者のユーザが選択されてもよい。
【００５１】
　Ｗｅｂサーバ１は、ＳＯＡＰ　ｍａｋｅＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＲｅｑｕｅｓｔ（接続
要求）をＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２に送信する（Ｓ１）。ＳＯＡＰ　ｍａｋｅＣａｌｌ
ＳｅｓｓｉｏｎＲｅｑｕｅｓｔは、接続要求の対象の２者のユーザに対応するＳＩＰ－Ｕ
ＲＩを含む。Ｗｅｂサーバ１は、ユーザ識別子（ユーザＩＤ）とそのユーザのＳＩＰ－Ｕ
ＲＩが対応して電話帳テーブル２４１０に記憶されており、電話帳テーブル２４１０への
検索により、入力されたユーザ識別子（ユーザＩＤ）に対応するＳＩＰ－ＵＲＩを取得す
る。Ｗｅｂサーバ１は、取得されたＳＩＰ－ＵＲＩを含むＳＯＡＰ　ｍａｋｅＣａｌｌＳ
ｅｓｓｉｏｎＲｅｑｕｅｓｔを生成してＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２に送信する。　ＳＯ
ＡＰ－ＳＩＰアダプタ２は、受信したＳＯＡＰ　ｍａｋｅＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＲｅｑ
ｕｅｓｔに含まれるＳＩＰ－ＵＲＩに対応するそれぞれの端末５ｂ、５ｃに対して接続を
開始し、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２で生成したｓｅｓｓｉｏｎＩＤを含むＳＯＡＰ　ｍ
ａｋｅＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＲｅｓｐｏｎｓｅ送信する（Ｓ２～Ｓ１５）。このとき、
ｗｅｂサーバ１は、ＳＯＡＰ　ｍａｋｅＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＲｅｑｕｅｓｔに含まれ
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る、接続要求対象の２者のユーザ情報（ＳＩＰ－ＵＲＩ）のうち、発信元アドレスとされ
ているユーザ情報（ＳＩＰ－ＵＲＩ）に対応する第１接続端末Ａ５ｂについて、発信履歴
情報テーブル２４２０に発信履歴を登録する。
【００５２】
　例えば、発信履歴情報テーブル２４２０には、ＳＯＡＰ　ｍａｋｅＣａｌｌＳｅｓｓｉ
ｏｎＲｅｓｐｏｎｓｅに含む、ｓｅｓｓｉｏｎＩＤ２４２３、発信先アドレス（第２接続
端末Ａ５ｃのＳＩＰ－ＵＲＩ）２４２４、発信先アドレス表示名２４２５、発信先名２４
２６、発信元アドレス（第１接続端末Ａ５ｂのＳＩＰ－ＵＲＩ）２４２７、発信日時２４
２８を含む。
【００５３】
　さらに、ｗｅｂサーバ１は、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２からＳＯＡＰ　ｎｏｔｉｆｙ
ＣａｌｌｅｄＮｕｍｂｅｒＲｅｑｕｅｓｔを受信（S２３）、また、ＳＯＡＰ　ｎｏｔｉ
ｆｙＡｎｓｗｅｒＲｅｑｕｅｓｔを受信（S２６）する。このとき、ｗｅｂサーバ１は、
それぞれ、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２へ、ＳＯＡＰ　ｎｏｔｉｆｙＣａｌｌｅｄＮｕｍ
ｂｅｒＲｅｓｐｏｎｓｅ（S２４）、ＳＯＡＰ　ｎｏｔｉｆｙＡｎｓｗｅｒＲｅｓｐｏｎ
ｓｅ（S２７）を送信する。そして、ＳＯＡＰ　ｍａｋｅＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＲｅｑ
ｕｅｓｔに含まれる接続の要求対象の２者のユーザ情報（ＳＩＰ－ＵＲＩ）のうち、発信
先アドレスとされているユーザ情報（ＳＩＰ－ＵＲＩ）に対応する第２接続端末Ａ５ｃに
ついて、後述するように、着信履歴情報テーブル２４３０に着信履歴を登録する（Ｓ１８
～Ｓ２７）。例えば、着信履歴情報テーブル２４３０には、ＳＯＡＰ　ｍａｋｅＣａｌｌ
ＳｅｓｓｉｏｎＲｅｓｐｏｎｓｅに含む、ｓｅｓｓｉｏｎＩＤ２４３３、発信元アドレス
（第１接続端末Ａ５ｂのＳＩＰ－ＵＲＩ）２４３４、発信元アドレス表示名２４３５、発
信元名２４３６、不在着信フラグ２４３７、着信日時２４３８を含む。
【００５４】
　以下、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２に関するステップＳ２～Ｓ１５、Ｓ１８～Ｓ２７の
詳細な動作について説明する。
【００５５】
　ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２のＳＯＡＰ制御部２１０１は、ＳＯＡＰ　ｍａｋｅＣａｌ
ｌＳｅｓｓｉｏｎＲｅｑｕｅｓｔを受信し、接続要求を３ＰＣＣモジュール部２１０２に
送信する（Ｓ２）。この接続要求は、例えば、受信したＳＯＡＰ　ｍａｋｅＣａｌｌＳｅ
ｓｓｉｏｎＲｅｑｕｅｓｔに基づいてＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２で用いる適宜のプロト
コルに従って生成されることができ、ＳＯＡＰ　ｍａｋｅＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＲｅｑ
ｕｅｓｔ内のＳＩＰ－ＵＲＩを含む。
【００５６】
　３ＰＣＣモジュール部２１０２は、接続要求を受信すると（７００１、８００１）、ｓ
ｅｓｓｉｏｎＩＤを生成する（８００２）。以下に、図７を参照してｓｅｓｓｉｏｎＩＤ
の生成について説明する。
【００５７】
　３ＰＣＣモジュール部２１０２は、接続要求を受信すると、乱数値を生成する（７００
２）。３ＰＣＣモジュール部２１０２は、生成された乱数値がセッション情報テーブル２
０１０のｓｅｓｓｉｏｎＩＤ２０１１に登録済みであるか否かを判断する（７００３）。
生成された乱数値が既に登録済みの場合（すなわち、既に使用されている場合）、３ＰＣ
Ｃモジュール部２１０２はステップ７００２に戻り、以降の処理を繰り返す。一方、生成
された乱数値が未登録の場合、３ＰＣＣモジュール部２１０２は、生成したｓｅｓｓｉｏ
ｎＩＤをセッション情報テーブル２０１０に記憶する（７００４）。さらに、３ＰＣＣモ
ジュール部２１０２は、セッション情報テーブル２０１０のセッション状態２０１２を「
Ｉｎｉｔｉａｌ（初期状態）」に設定する。
【００５８】
　また、３ＰＣＣモジュール部２１０２は、受信した接続要求に含まれるＳＩＰ－ＵＲＩ
を呼参加者情報テーブル２０２０に記憶する。図３－２に示す呼参加者情報テーブル２０
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２０の例では、端末Ａ５ｂのＳＩＰ－ＵＲＩ（２０２０＿Ａ参照）と、端末Ｂ５ｃのＳＩ
Ｐ－ＵＲＩ（２０２０＿Ｂ参照）が記憶される。３ＰＣＣモジュール部２１０２は、呼参
加者情報テーブル２０２０の各端末５ｂ、５ｃに対応する呼状態２０２２を「ＣａｌｌＰ
ａｒｔｉｃｉｐａｎｔＩｎｉｔｉａｌ（初期状態）」にそれぞれ設定する。
【００５９】
　さらに、３ＰＣＣモジュール部２１０２は、端末Ａ５ｂ、端末Ｂ５ｃの端末情報を記憶
する。具体的には、３ＰＣＣモジュール部２１０２は、生成したｓｅｓｓｉｏｎＩＤを各
端末５ｂ、５ｃに対応して端末情報テーブル２０３０に記憶する。また、３ＰＣＣモジュ
ール部２１０２は、受信した接続要求に含まれる各ＳＩＰ－ＵＲＩを、端末情報テーブル
２０３０の各端末５ｂ、５ｃに対応するＴｏ　ＵＲＩ２０３８にそれぞれ記憶する。３Ｐ
ＣＣモジュール部２１０２は、端末情報テーブル２０３０の各端末５ｂ、５ｃに対応する
端末状態２０３２を「Ｉｎｉｔｉａｌ（初期状態）」にそれぞれ設定する。３ＰＣＣモジ
ュール部２１０２は、端末情報テーブル２０３０の各端末５ｂ、５ｃに対応するＲｏｌｅ
２０３３に、発信側又は着信側を示す情報をそれぞれ設定する。なお、端末５ｂ、５ｃの
いずれを発信側とするかは適宜定めることができる。また、３ＰＣＣモジュール部２１０
２は、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２のＩＰアドレスとポート番号を端末情報テーブル２０
３０のｓｅｎｄ　ＳＤＰ情報２０３５に記憶する。また、３ＰＣＣモジュール部２１０２
は、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２のＳＩＰ－ＵＲＩを端末情報テーブル２０３０の各端末
５ｂ、５ｃに対応するＦｒｏｍ　ＵＲＩ２０３７にそれぞれ記憶する。なお、ＳＯＡＰ－
ＳＩＰアダプタ２のＳＩＰ－ＵＲＩ、ＩＰアドレス及びポート番号は、予め適宜の記憶部
に記憶されている。
【００６０】
　３ＰＣＣモジュール部２１０２は、接続要求成功応答を生成し、ＳＯＡＰ制御部２１０
１に送信する（Ｓ３、８０１１）。接続要求成功応答は、生成したｓｅｓｓｉｏｎＩＤを
含む。ＳＯＡＰ制御部２１０１は、接続要求成功応答を受信し、ＳＯＡＰ　ｍａｋｅＣａ
ｌｌＳｅｓｓｉｏｎＲｅｓｐｏｎｓｅ（接続要求成功応答）をＷｅｂサーバ１に送信する
（Ｓ４、８０１２）。ＳＯＡＰ　ｍａｋｅＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＲｅｓｐｏｎｓｅは生
成されたｓｅｓｓｉｏｎＩＤを含み、受信した接続要求成功応答に基づいてＳＯＡＰに従
って生成される。Ｗｅｂサーバ１は、ＳＯＡＰ　ｍａｋｅＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＲｅｓ
ｐｏｎｓｅを受信し、受信したＳＯＡＰ　ｍａｋｅＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＲｅｓｐｏｎ
ｓｅに含まれるｓｅｓｓｉｏｎＩＤを適宜の記憶部に記憶する。
【００６１】
　なお、ステップ８００２でｓｅｓｓｉｏｎＩＤの生成に失敗した場合、３ＰＣＣモジュ
ール部２１０２は、接続要求失敗応答（エラーレスポンスメッセージ）を生成し（８０１
３）、ＳＯＡＰ制御部２１０１に送信する。ＳＯＡＰ制御部２１０１は、接続要求失敗応
答を受信し、接続要求の失敗を示すＳＯＡＰ　ｍａｋｅＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＲｅｓｐ
ｏｎｓｅをＷｅｂサーバ１に送信する（８０１２）。
【００６２】
　次に、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２と端末Ａ５ｂとのセッションを確立する。
【００６３】
　より具体的には、３ＰＣＣモジュール部２１０２は、メディアストリーム制御・転送用
のポートを取得する（８００３）。３ＰＣＣモジュール部２１０２は、端末Ａ５ｂに対す
る発信要求（Ａ）をＳＩＰ制御部２１０４に送信する（Ｓ５、８００４）。例えば、３Ｐ
ＣＣモジュール部２１０２は、端末情報テーブル２０３０に記憶された端末Ａ５ｂに対応
するｓｅｎｄ　ＳＤＰ情報２０３５、Ｆｒｏｍ　ＵＲＩ２０３７及びＴｏ　ＵＲＩ２０３
８を含む発信要求をＳＩＰ制御部２１０４に送信する。また、３ＰＣＣモジュール部２１
０２は、一例としてこのときの時刻を呼参加者情報テーブル２０２０の端末Ａ５ｂに対応
する開始時間２０２３に記憶する。図３－２に示す呼参加者情報テーブル２０２０の例で
は、「２０１０．０８．２２　１０：３０．３０」が記憶される。なお、開始時間２０２
３は、このときの時刻に限らず、端末Ａ５ｂとのセッションの開始を示す適宜の時刻を記
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憶してもよい。
【００６４】
　ＳＩＰ制御部２１０４は、発信要求（Ａ）に含まれるＴｏ　ＵＲＩに従い、ＩＮＶＩＴ
Ｅメッセージ（Ａ）を端末Ａ５ｂに送信する（Ｓ６）。ＩＮＶＩＴＥメッセージ（Ａ）は
、例えば、受信した発信要求に含まれる、ｓｅｎｄ　ＳＤＰ情報、Ｆｒｏｍ　ＵＲＩ、Ｔ
ｏ　ＵＲＩを少なくとも含む。また、ＳＩＰ制御部２１０４は、端末Ａ５ｂとのセッショ
ンを識別するハンドル値を生成する。
【００６５】
　端末Ａ５ｂは、ＩＮＶＩＴＥメッセージ（Ａ）を受信し、受信したＩＮＶＩＴＥメッセ
ージ（Ａ）のｓｅｎｄ　ＳＤＰ情報に含まれるＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２のＩＰアドレ
スとポート番号を適宜の記憶部に記憶する。記憶されたＩＰアドレスとポート番号は、例
えばメディアストリームの送信の際に用いられる。また、端末Ａ５ｂは、自身のＩＰアド
レスとポート番号を含むｒｅｃｖ　ＳＤＰ情報を生成し、生成したＳＤＰ情報を含むＳＩ
Ｐの２００　ＯＫ（Ａ）をＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２に送信する（Ｓ７）。ＳＯＡＰ－
ＳＩＰアダプタ２のＳＩＰ制御部２１０４は、２００　ＯＫ（Ａ）を受信し、ＳＩＰのＡ
ＣＫ（Ａ）を端末Ａ５ｂに送信する（Ｓ８）。
【００６６】
　ＳＩＰ制御部２１０４は、応答通知（Ａ）を３ＰＣＣモジュール部２１０２に送信する
（Ｓ９、８００５）。応答通知（Ａ）は、例えば、ステップＳ６で生成したハンドル値と
、ステップＳ７で受信した２００　ＯＫに含まれる端末Ａ５ｂのｒｅｃｖ　ＳＤＰ情報と
を含む。３ＰＣＣモジュール部２１０２は、受信した応答通知（Ａ）に含まれるハンドル
値とｒｅｃｖ　ＳＤＰ情報を、端末情報テーブル２０３０に端末Ａ５ｂに対応して記憶す
る。なお、ハンドル値は、ステップＳ６～Ｓ８の間の適宜のタイミングで記憶されてもよ
い。３ＰＣＣモジュール部２１０２は、端末情報テーブル２０３０の端末Ａ５ｂに対応す
る端末状態２０３３を「ＣａｌｌＣｏｍｐｌｅｔｅ（セッション確立状態）」に更新する
。また、３ＰＣＣモジュール部２１０２は、呼参加者情報テーブル２０２０の端末Ａ５ｂ
に対応する呼状態２０２２を「ＣａｌｌＰａｒｔｉｃｉｐａｎｔＣｏｎｎｅｃｔｅｄ（接
続状態）」に更新する。なお、端末状態２０３３は、例えば、ＳＩＰのメッセージ（例え
ば、２００　ＯＫ等）の送受信に応じて適宜更新してもよい。
【００６７】
　また、３ＰＣＣモジュール部２１０２は、生成したｓｅｓｓｉｏｎＩＤと、ＳＯＡＰ－
ＳＩＰアダプタ２のＩＰアドレス及びポート番号と、受信したｒｅｃｖ　ＳＤＰ情報に含
まれる端末Ａ５ｂのＩＰアドレス及びポート番号とをメディアストリーム制御部２１０３
に送信する。メディアストリーム制御部２１０３は、受信した情報をそれぞれメディアス
トリーム制御情報テーブル２０４０に記憶する。例えば、メディアストリーム制御部２１
０３は、受信したＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２のＩＰアドレス及びポート番号をメディア
ストリーム送受信用ＩＰアドレス２０４２、メディアストリーム送受信用ポート番号２０
４３に記憶し、受信した端末Ａ５ｂのＩＰアドレス及びポート番号を相手先ＩＰアドレス
（１）２０４４、相手先ポート番号（１）２０４５に記憶する。また、メディアストリー
ム制御部２１０３は、受信したｓｅｓｓｉｏｎＩＤを記憶する。
【００６８】
　３ＰＣＣモジュール部２１０２は、擬似ＲＢＴ送信要求をメディアストリーム制御部２
１０３に送信する（Ｓ１０１）。メディアストリーム制御部２１０３は、擬似ＲＢＴ送信
要求を受信すると、例えばＲＴＰ（Ｒｅａｌ－ｔｉｍｅ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｐｒｏｔ
ｏｃｏｌ）に従い、擬似ＲＢＴを端末Ａ５ｂに送信する（Ｓ１０、８００６）。メディア
ストリーム制御部２１０３は、例えば相手を呼び出し中である旨のアナウンスや適宜の音
楽等を擬似ＲＢＴとして用いてもよい。
【００６９】
　次に、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２と端末Ｂ５ｃとのセッションを確立する。
【００７０】
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　３ＰＣＣモジュール部２１０２は、端末Ｂ５ｃに対する発信要求（Ｂ）をＳＩＰ制御部
２１０４に送信する（Ｓ１１、８００７）。例えば、３ＰＣＣモジュール部２１０２は、
端末情報テーブル２０３０に記憶された端末Ｂ５ｃに対応するｓｅｎｄ　ＳＤＰ情報２０
３５、Ｆｒｏｍ　ＵＲＩ２０３７及びＴｏ　ＵＲＩ２０３８を含む発信要求をＳＩＰ制御
部２１０４に送信する。また、３ＰＣＣモジュール部２１０２は、このときの時刻を呼参
加者情報テーブル２０２０の端末Ｂ５ｃに対応する開始時間２０２３に記憶する。図３－
２に示す呼参加者情報テーブル２０２０の例では、「２０１０．０８．２２　１０：３０
．４５」が記憶される。
【００７１】
　ＳＩＰ制御部２１０４は、発信要求（Ｂ）に含まれるＴｏ　ＵＲＩに従い、ＩＮＶＩＴ
Ｅメッセージ（Ｂ）を端末Ｂ５ｃに送信する（Ｓ１２）。ＩＮＶＩＴＥメッセージ（Ｂ）
は、例えば、受信した発信要求に含まれる、ｓｅｎｄ　ＳＤＰ情報、Ｆｒｏｍ　ＵＲＩ、
Ｔｏ　ＵＲＩを少なくとも含む。また、ＳＩＰ制御部２１０４は、端末Ｂ５ｃとのセッシ
ョンを識別するハンドル値を生成する。
【００７２】
　端末Ｂ５ｃは、ＩＮＶＩＴＥメッセージ（Ｂ）を受信し、受信したＩＮＶＩＴＥメッセ
ージ（Ｂ）のｓｅｎｄ　ＳＤＰ情報に含まれるＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２のＩＰアドレ
スとポート番号を適宜の記憶部に記憶する。
【００７３】
　また、端末Ｂ５ｃは、呼出中であることを示す１８０　Ｒｉｎｇｉｎｇ（呼出中通知）
をＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２に送信する（Ｓ２０）。ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２のＳ
ＩＰ制御部２１０４は、１８０　Ｒｉｎｇｉｎｇを受信し、３ＰＣＣモジュール部２１０
２にリンギング通知を送信する（Ｓ２１）。その後、３ＰＣＣモジュール部２１０２は、
ＳＯＡＰ制御部２１０１へ接続通知を送信（Ｓ２２）し、次にＳＯＡＰ制御部２１０１は
、ｗｅｂサーバ１へＳＯＡＰ　ｎｏｔｉｆｙＣａｌｌｅｄＮｕｍｂｅｒＲｅｑｕｅｓｔ（
接続通知、接続通知イベント）を送信する（Ｓ２３）。ＳＯＡＰ　ｎｏｔｉｆｙＣａｌｌ
ｅｄＮｕｍｂｅｒＲｅｑｕｅｓｔは、例えば、ｃｏｒｒｅｌａｔｏｒ、Ｆｒｏｍ　ＵＲＩ
、Ｔｏ　ＵＲＩ、ＳｅｓｓｉｏｎＩＤとを含む。このとき、ｗｅｂサーバ１は、受信した
ｃｏｒｒｅｌａｔｏｒをキーにして、端末情報テーブル２４００を検索し、ユーザＩＤ２
４０１を取得する。次に、受信したＳｅｓｓｉｏｎＩＤをキーにして、発信履歴情報テー
ブル２４２０を検索し、発信先アドレス２４２４と受信したＴｏ　ＵＲＩとを比較し、同
じであれば、発信元アドレス２４２７を取得する。こうして取得した、ユーザＩＤ及び発
信元アドレスを、着信履歴情報テーブル２４３０に登録する。これらの少なくともいずれ
かをキーとして電話帳テーブル２４１０から検索して取得する発信元の表示アドレス及び
名前、また、対応するセッションＩＤと、対応させて併せて登録してもよい。このとき不
在着信フラグは更新しない。（不在着信フラグは、初期値が“ｔｒｕｅ”であり、不在着
信状態となる。）　１８０　Ｒｉｎｇｉｎｇをトリガーとして着信履歴情報テーブル２４
３０登録を行う場合、明示的に端末呼出中の状態であるため、リアルタイムな着信履歴情
報の作成を実現することできる。ここでは、１８０　Ｒｉｎｇｉｎｇを着信履歴情報テー
ブルへの登録のトリガーとしたが、端末へのセッション接続処理をトリガーとすることが
できる。すなわち、接続処理における端末へのアクションをトリガーとし、例えば、ＩＮ
ＶＩＴＥをトリガーとしてもよい。ＩＮＶＩＴＥをトリガーとした場合、例えば、端末Ｂ
５ｃが何らかの理由により、通話できない状態（電源ＯＦＦ、通話圏外にいる）であって
も着信履歴情報テーブルへの登録が可能となる。
【００７４】
　ｓｅｓｓｉｏｎＩＤをキーに発信履歴情報を検索した結果、送信先アドレス２４２４と
受信したＴｏ　ＵＲＩが異なる場合は、ＳＯＡＰ　ｎｏｔｉｆｙＣａｌｌｅｄＮｕｍｂｅ
ｒＲｅｑｕｅｓｔを破棄してよい。すなわち、送信先アドレスと受信したＴｏＵＲＩが異
なる場合は、着信履歴情報を作成、更新する対象ではないとして、破棄してもよいものと
する。例えば、受信したＴｏＵＲＩが発信元アドレスと同じ場合などである。
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【００７５】
　ｗｅｂサーバ１は、ＳＯＡＰ　ｎｏｔｉｆｙＣａｌｌｅｄＮｕｍｂｅｒＲｅｑｕｅｓｔ
に対し、ＳＯＡＰ制御部２１０１へＳＯＡＰ　ｎｏｔｉｆｙＣａｌｌｅｄＮｕｍｂｅｒＲ
ｅｓｐｏｎｓｅを送信する（Ｓ２４）。さらに、端末Ｂ５ｃは、自身のＩＰアドレスとポ
ート番号を含むｒｅｃｖ　ＳＤＰ情報を生成し、生成したｒｅｃｖ　ＳＤＰ情報を含む２
００　ＯＫ（Ｂ）をＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２に送信する（Ｓ１３）。ＳＯＡＰ－ＳＩ
Ｐアダプタ２のＳＩＰ制御部２１０４は、２００　ＯＫ（Ｂ）を受信し、ＡＣＫ（Ｂ）を
端末Ｂ５ｃに送信する（Ｓ１４）。
【００７６】
　ＳＩＰ制御部２１０４は、応答通知（Ｂ）を３ＰＣＣモジュール部２１０２に送信する
（Ｓ１５、８００８）。応答通知（Ｂ）は、例えば、ステップＳ１２で生成したハンドル
値と、ステップＳ１３で受信した２００　ＯＫに含まれる端末Ｂ５ｃのｒｅｃｖ　ＳＤＰ
情報とを含む。３ＰＣＣモジュール部２１０２は、受信した応答通知（Ｂ）に含まれるハ
ンドル値及びｒｅｃｖ　ＳＤＰ情報を、端末情報テーブル２０３０に端末Ｂ５ｃに対応し
て記憶する。なお、ハンドル値は、ステップＳ１２～Ｓ１４の間の適宜のタイミングで記
憶されてもよい。３ＰＣＣモジュール部２１０２は、端末情報テーブル２０３０の端末Ｂ
５ｃに対応する端末状態２０３３を「ＣａｌｌＣｏｍｐｌｅｔｅ（セッション確立状態）
」に更新する。また、３ＰＣＣモジュール部２１０２は、呼参加者情報テーブル２０２０
の端末Ｂ５ｃに対応する呼状態２０２２を「ＣａｌｌＰａｒｔｉｃｉｐａｎｔＣｏｎｎｅ
ｃｔｅｄ（接続状態）」に更新する。また、３ＰＣＣモジュール部２１０２は、セッショ
ン情報テーブル２０１０のセッション状態を「Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ（接続状態）」に更新
する。
【００７７】
　次に、３ＰＣＣモジュール部２１０２は、ＳＯＡＰ制御部２１０１へ接続応答通知を送
信する（Ｓ２５）。ｗｅｂサーバ１へ、ＳＯＡＰ　ｎｏｔｉｆｙＡｎｓｗｅｒＲｅｑｕｅ
ｓｔ（応答通知、応答通知イベント）を送信する（Ｓ２６）。ＳＯＡＰ　ｎｏｔｉｆｙＡ
ｎｓｗｅｒＲｅｑｕｅｓｔは、例えば、ｃｏｒｒｅｌａｔｏｒ、Ｆｒｏｍ　ＵＲＩ、Ｔｏ
　ＵＲＩ、ＳｅｓｓｉｏｎＩＤとを含む。このとき、ｗｅｂサーバ１は、受信したｃｏｒ
ｒｅｌａｔｏｒをキーにして、端末情報テーブル２４００を検索し、ユーザＩＤ２４０１
を取得する。次に、受信したＳｅｓｓｉｏｎＩＤをキーにして、発信履歴情報テーブル２
４２０を検索し、発信先アドレス２４２４と受信したＴｏ　ＵＲＩとを比較し、同じであ
れば、発信元アドレス２４２７を取得する。次に、受信したＳｅｓｓｉｏｎＩＤをキーに
して着信履歴情報テーブル２４３０を検索し、該当する着信履歴情報テーブルを更新（不
在着信フラグを“ｆａｌｓｅ”に更新する。つまり、通常の着信状態となる。）該当する
着信履歴が存在しない場合は、新規に着信履歴情報テーブル２４３０に登録する。もし、
発信先アドレス２４２４と受信したＴｏ　ＵＲＩが異なる場合は、破棄する。ｗｅｂサー
バ１は、ＳＯＡＰ　ｎｏｔｉｆｙＡｎｓｗｅｒＲｅｑｕｅｓｔに対し、ＳＯＡＰ制御部２
１０１へＳＯＡＰ　ｎｏｔｉｆｙＡｎｓｗｅｒＲｅｓｐｏｎｓｅを送信する（Ｓ２７）。
【００７８】
　３ＰＣＣモジュール部２１０２は、ｓｅｓｓｉｏｎＩＤと、受信したｒｅｃｖ　ＳＤＰ
情報に含まれる端末Ｂ５ｃのＩＰアドレス及びポート番号をメディアストリーム制御部２
１０３に送信する。メディアストリーム制御部２１０３は、受信したｓｅｓｓｉｏｎＩＤ
に対応して、端末Ｂ５ｃのＩＰアドレス及びポート番号をメディアストリーム制御情報テ
ーブル２０４０の相手先ＩＰアドレス（２）２０４６、相手先ポート番号（２）２０４７
に記憶する。
【００７９】
　３ＰＣＣモジュール部２１０２は、擬似ＲＢＴ停止要求をメディアストリーム制御部２
１０３に送信する（Ｓ１０２、８００９）。メディアストリーム制御部２１０３は、擬似
ＲＢＴ停止要求に従い擬似ＲＢＴの送信を停止する。
【００８０】
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　ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２は、端末Ａ５ｂと端末Ｂ５ｃとの間でメディアストリーム
転送を開始する（８０１０）。
【００８１】
　メディアストリーム転送に関するシーケンスを図１２に示す。本シーケンスは、少なく
とも図６のＳ１０２以降に実施されるものである。例えば、端末Ａ５ｂは、ＲＴＰに従い
、メディアストリームをＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２に送信する（Ｓ１２－１）。このと
き、端末Ａ５ｂは、ステップＳ６で記憶したＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２のＩＰアドレス
とポート番号を宛先に設定し、自身のＩＰアドレスとポート番号を送信元に設定する。
【００８２】
　ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２のメディアストリーム制御部２１０３は、受信したメディ
アストリームを、メディアストリーム制御情報テーブル２０４０を参照して端末Ｂ５ｃに
転送する（Ｓ１２－２）。例えば、メディアストリーム制御部２１０３は、受信したメデ
ィアストリームの送信元ＩＰアドレスとポート番号に基づいてメディアストリーム制御情
報テーブル２０４０を参照し、対応する相手先ＩＰアドレスとポート番号を取得する。図
３－４に示すメディアストリーム制御情報テーブル２０４０の例では、受信したメディア
ストリームの送信元ＩＰアドレスとポート番号は、端末Ａ５ｂのＩＰアドレス（１０．０
．２．１）、ポート番号（２００００）であり、対応する相手先ＩＰアドレス（２）２０
４６（１０．０．２．２）とポート番号（２）２０４７（３００００）が取得される。メ
ディアストリーム制御部２１０３は、取得したＩＰアドレスとポート番号に従い、受信し
たメディアストリームを端末Ｂ５ｃに転送する。
【００８３】
　同様に、端末Ｂ５ｃは、ＲＴＰに従い、メディアストリームをＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプ
タ２に送信する（Ｓ１２－３）。端末Ａ５ｂの場合と同様に、端末Ｂ５ｃは、ステップＳ
１２で記憶したＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２のＩＰアドレスとポート番号を宛先に設定し
、自身のＩＰアドレスとポート番号を送信元に設定する。
【００８４】
　ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２のメディアストリーム制御部２１０３は、受信したメディ
アストリームを、メディアストリーム制御情報テーブル２０４０を参照して端末Ａ５ｂに
転送する（Ｓ１２－４）。図３－４に示すメディアストリーム制御情報テーブル２０４０
の例では、受信したメディアストリームの送信元ＩＰアドレスとポート番号は、端末Ｂ５
ｃのＩＰアドレス（１０．０．２．２）、ポート番号（３００００）であり、対応する相
手先ＩＰアドレス（１）２０４４（１０．０．２．１）とポート番号（１）２０４５（２
００００）が取得される。メディアストリーム制御部２１０３は、取得したＩＰアドレス
とポート番号に従い、受信したデータストリームを端末Ａ５ｂに転送する。
【００８５】
　図１３は、第１の実施の形態のＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２における呼情報（セッショ
ン情報）要求受信の手順を説明するシーケンス図である。図９は、第１の実施の形態のＳ
ＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２における呼情報（セッション情報）要求受信時の動作を説明す
るフローチャートである。
【００８６】
　図１３、図９を参照して、Ｗｅｂサーバ１が呼情報を取得する動作について説明する。
ここでは、Ｗｅｂサーバ１は、指定したｓｅｓｓｉｏｎＩＤに対応する情報を取得できる
。図１３のステップＳ２１～Ｓ２４の処理は、上述のステップＳ１２－１～Ｓ１２－４の
処理に対応する。
【００８７】
　Ｗｅｂサーバ１は、ＳＯＡＰ　ｇｅｔＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
Ｒｅｑｕｅｓｔ（セッション情報要求、呼情報要求）をＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２に送
信する（Ｓ２５）。ＳＯＡＰ　ｇｅｔＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＲ
ｅｑｕｅｓｔは、取得したい呼情報のｓｅｓｓｉｏｎＩＤを含む。より具体的には、Ｗｅ
ｂサーバ１は、上述のステップＳ４で記憶されたｓｅｓｓｉｏｎＩＤを含むＳＯＡＰ　ｇ
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ｅｔＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＲｅｑｕｅｓｔを生成し、ＳＯＡＰ
－ＳＩＰアダプタ２に送信する。なお、Ｗｅｂサーバ１は、端末５ａより、ユーザ操作に
基づいて上述のステップＳ４で記憶されたｓｅｓｓｉｏｎＩＤから取得したい呼情報のｓ
ｅｓｓｉｏｎＩＤを選択してもよい。
【００８８】
　ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２は、ＳＯＡＰ　ｇｅｔＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＩｎｆｏｒ
ｍａｔｉｏｎＲｅｑｕｅｓｔに含まれるｓｅｓｓｉｏｎＩＤをキーにＳＯＡＰ－ＳＩＰア
ダプタ２で保持しているセッション情報テーブル２０１０を検索し、一致するｓｅｓｓｉ
ｏｎＩＤ２０１１のテーブル情報を含むＳＯＡＰ　ｇｅｔＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＩｎｆ
ｏｒｍａｔｉｏｎＲｅｓｐｏｎｓｅを送信する（Ｓ２６～Ｓ２８）。以下、ＳＯＡＰ－Ｓ
ＩＰアダプタ２におけるステップＳ２６～Ｓ２８の詳細な動作について説明する。
【００８９】
　まず、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２のＳＯＡＰ制御部２１０１は、ＳＯＡＰ　ｇｅｔＣ
ａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＲｅｑｕｅｓｔを受信し、セッション情報
要求を３ＰＣＣモジュール部２１０２に送信する（Ｓ２６）。このセッション情報要求は
、ＳＯＡＰ　ｇｅｔＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＲｅｑｕｅｓｔ内の
ｓｅｓｓｉｏｎＩＤを含む。
【００９０】
　３ＰＣＣモジュール部２１０２は、セッション情報要求を受信すると（９００１）、受
信したセッション情報要求に含まれるｓｅｓｓｉｏｎＩＤに基づいてセッション情報テー
ブル２０１０のｓｅｓｓｉｏｎＩＤ２０１１を検索する（９００２）。受信したセッショ
ン情報要求に含まれるｓｅｓｓｉｏｎＩＤがセッション情報テーブル２０１０に登録済み
の場合、該当したｓｅｓｓｉｏｎＩＤ２０１１に対応するセッション情報が特定される（
９００３）。３ＰＣＣモジュール部２１０２は、該当したｓｅｓｓｉｏｎＩＤ２０１１に
対応する呼参加者情報テーブル（呼参加者状態）２０２０を参照して、例えば各端末５ｂ
、５ｃに対応するＵＲＩ２０２１及び呼状態２０２２を、それぞれ取得する（９００４）
。さらに、３ＰＣＣモジュール部２１０２は、例えば該当したｓｅｓｓｉｏｎＩＤ２０１
１に対応する端末情報（端末　Ａ５ｂ用）２０３０＿Ａ及び端末情報（端末　Ｂ５ｃ用）
２０３０＿Ｂより、各端末のｒｅｃｖ　ＳＤＰ情報２０３６をそれぞれ取得する。
【００９１】
　３ＰＣＣモジュール部２１０２は、ｓｅｓｓｉｏｎＩＤ２０１１、取得したＵＲＩ２０
２１、呼状態２０２２及びｒｅｃｖ　ＳＤＰ情報２０３６を含むセッション情報要求成功
応答を生成し（９００５）、生成したセッション情報要求成功応答をＳＯＡＰ制御部２１
０１に送信する（Ｓ２７）。ＳＯＡＰ制御部２１０１は、セッション情報要求成功応答を
受信し、ＳＯＡＰ　ｇｅｔＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＲｅｓｐｏｎ
ｓｅ（セッション情報要求成功応答）をＷｅｂサーバ１に送信する（Ｓ２８、９００６）
。ＳＯＡＰ　ｇｅｔＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＲｅｓｐｏｎｓｅは
、受信したセッション情報要求成功応答内のｓｅｓｓｉｏｎＩＤ、ＵＲＩ、呼状態及びｒ
ｅｃｖ　ＳＤＰ情報を含み、ＳＯＡＰに従って生成される。
【００９２】
　なお、ステップ９００２において、受信したセッション情報要求に含まれるｓｅｓｓｉ
ｏｎＩＤが未登録の場合、３ＰＣＣモジュール部２１０２は、セッション情報要求失敗応
答（エラーレスポンスメッセージ）を生成し（９００７）、生成したセッション情報要求
失敗応答をＳＯＡＰ制御部２１０１に送信する。ＳＯＡＰ制御部２１０１は、セッション
情報要求失敗応答を受信し、セッション情報要求の失敗を示すＳＯＡＰ　ｇｅｔＣａｌｌ
ＳｅｓｓｉｏｎＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＲｅｓｐｏｎｓｅをＷｅｂサーバ１に送信する（
９００６）。
【００９３】
　Ｗｅｂサーバ１は、ＳＯＡＰ　ｇｅｔＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
Ｒｅｓｐｏｎｓｅを受信し、例えば受信したＳＯＡＰ　ｇｅｔＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＩ
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ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＲｅｓｐｏｎｓｅに含まれる呼状態を参照することで、要求した通
信が成立したかなどセッションの状態を確認できる。また、例えば、端末から呼を終了し
た場合、呼状態が「ＣａｌｌＰａｒｔｉｃｉｐａｎｔＴｅｒｍｉｎａｔｅｄ（終了状態）
」となり、Ｗｅｂサーバ１は、端末Ａ５ｂ又は端末Ｂ５ｃから呼が終了されたと判断でき
る。また、例えば、呼状態が正常でない場合、Ｗｅｂサーバ１は、例えば後述するＳＯＡ
Ｐ　ｅｎｄＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＲｅｑｕｅｓｔを用いて通信を停止させてもよい。
【００９４】
　図１４は、第１の実施の形態のＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２における呼参加者情報要求
受信時の手順を説明するシーケンス図である。図１０は、第１の実施の形態のＳＯＡＰ－
ＳＩＰアダプタ２における呼参加者情報要求受信時の動作を説明するフローチャートであ
る。
【００９５】
　図１４、図１０を参照して、Ｗｅｂサーバ１が呼参加者情報を取得する動作について説
明する。ここでは、指定したＳＩＰ－ＵＲＩに対応するユーザの情報を取得できる。図１
４のステップＳ３１～Ｓ３４の処理は、上述のステップＳ１２－１～Ｓ１２－４の処理に
対応する。
【００９６】
　Ｗｅｂサーバ１は、ＳＯＡＰ　ｇｅｔＣａｌｌＰａｒｔｉｃｉｐａｎｔｓＩｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎＲｅｑｕｅｓｔ（呼参加者情報要求）をＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２に送信す
る（Ｓ３５）。ＳＯＡＰ　ｇｅｔＣａｌｌＰａｒｔｉｃｉｐａｎｔｓＩｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎＲｅｑｕｅｓｔは、取得したい呼参加者情報のｓｅｓｓｉｏｎＩＤとＵＲＩを含む。
具体的には、例えば、Ｗｅｂサーバ１は、上述のステップＳ４で記憶されたｓｅｓｓｉｏ
ｎＩＤと、所望の呼参加者のＳＩＰ－ＵＲＩを含むＳＯＡＰ　ｇｅｔＣａｌｌＳｅｓｓｉ
ｏｎＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＲｅｑｕｅｓｔを生成し、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２に送
信する。一例として、Ｗｅｂサーバ１は、端末５ａより、ユーザ操作に基づいて取得した
い呼情報のｓｅｓｓｉｏｎＩＤとユーザ識別子（ユーザＩＤ）（例えば、端末Ａ５ｂ、端
末Ｂ５ｃを使用するユーザに対応するユーザＩＤ）を選択してもよい。なお、Ｗｅｂサー
バ１は、上述のようにユーザ識別子（ユーザＩＤ）とそのユーザのＳＩＰ－ＵＲＩが対応
して電話帳テーブル２４１０に記憶されており、電話帳テーブル２４１０への検索により
、入力されたユーザ識別子（ユーザＩＤ）に対応するＳＩＰ－ＵＲＩを取得できる。
【００９７】
　ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２は、ＳＯＡＰ　ｇｅｔＣａｌｌＰａｒｔｉｃｉｐａｎｔｓ
ＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＲｅｑｕｅｓｔに含まれるｓｅｓｓｉｏｎＩＤをキーにＳＯＡＰ
－ＳＩＰアダプタ２で保持しているセッション情報テーブル２０１０を検索し、一致する
ｓｅｓｓｉｏｎＩＤ２０１１のテーブル情報を特定する。さらに、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダ
プタ２は、ｇｅｔＣａｌｌＰａｒｔｉｃｉｐａｎｔｓＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＲｅｑｕｅ
ｓｔに含まれるＳＩＰ－ＵＲＩをキーに呼参加者情報テーブル２０２０を検索し、一致す
るＳＩＰ－ＵＲＩ２０２１に対応するテーブル情報を含むＳＯＡＰ　ｇｅｔＣａｌｌＰａ
ｒｔｉｃｉｐａｎｔｓＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＲｅｓｐｏｎｓｅを送信する（Ｓ３６～Ｓ
３８）。以下、ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２におけるステップＳ３６～Ｓ３８の動作につ
いて説明する。
【００９８】
　ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２のＳＯＡＰ制御部２１０１は、ＳＯＡＰ　ｇｅｔＣａｌｌ
ＰａｒｔｉｃｉｐａｎｔｓＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＲｅｑｕｅｓｔを受信し、呼参加者情
報要求を３ＰＣＣモジュール部２１０２に送信する（Ｓ３６）。この呼参加者情報要求は
、ＳＯＡＰ　ｇｅｔＣａｌｌＰａｒｔｉｃｉｐａｎｔｓＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＲｅｑｕ
ｅｓｔ内のｓｅｓｓｉｏｎＩＤとＳＩＰ－ＵＲＩとを含む。３ＰＣＣモジュール部２１０
２は、呼参加者情報要求を受信すると（１００１）、受信した呼参加者情報要求に含まれ
るｓｅｓｓｉｏｎＩＤに基づいてセッション情報テーブル２０１０のｓｅｓｓｉｏｎＩＤ
２０１１を検索する（１００２）。受信した呼参加者情報要求に含まれるｓｅｓｓｉｏｎ
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ＩＤがセッション情報テーブル２０１０に登録済みの場合、該当したｓｅｓｓｉｏｎＩＤ
２０１１によりセッション情報が特定される（１００３）。３ＰＣＣモジュール部２１０
２は、受信した呼参加者情報要求に含まれるＳＩＰ－ＵＲＩに基づいて、該当したｓｅｓ
ｓｉｏｎＩＤ２０１１に対応する呼参加者情報テーブル（呼参加者状態）２０２０のＵＲ
Ｉ２０２１を検索する（１００４）。受信した呼参加者情報要求に含まれるＳＩＰ－ＵＲ
Ｉが登録済みの場合、３ＰＣＣモジュール部２１０２は、該当したＵＲＩ２０２１に対応
する呼状態２０２２を取得する（１００５）。また、３ＰＣＣモジュール部２１０２は、
受信した呼参加者情報要求に含まれるＳＩＰ－ＵＲＩに基づいて端末情報テーブル２０３
０のＴｏ　ＵＲＩ２０３８を参照し、対応するｒｅｃｖ　ＳＤＰ情報２０３６を取得する
。
【００９９】
　３ＰＣＣモジュール部２１０２は、ＵＲＩ２０２１、取得した呼状態２０２２及びｒｅ
ｃｖ　ＳＤＰ情報２０３６を含む呼参加者情報要求成功応答を生成し（１００６）、生成
した呼参加者情報要求成功応答をＳＯＡＰ制御部２１０１に送信する（Ｓ３７）。ＳＯＡ
Ｐ制御部２１０１は、呼参加者情報要求成功応答を受信し、ＳＯＡＰ　ｇｅｔＣａｌｌＰ
ａｒｔｉｃｉｐａｎｔｓＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＲｅｓｐｏｎｓｅ（呼参加者情報要求成
功応答）をＷｅｂサーバ１に送信する（Ｓ３８、１００７）。ＳＯＡＰ　ｇｅｔＣａｌｌ
ＰａｒｔｉｃｉｐａｎｔｓＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＲｅｓｐｏｎｓｅは、受信した呼参加
者情報要求成功応答内のＵＲＩ、呼状態及びｒｅｃｖ　ＳＤＰ情報を含み、ＳＯＡＰに従
って生成される。
【０１００】
　なお、ステップ１００２において、受信した呼参加者情報要求に含まれるｓｅｓｓｉｏ
ｎＩＤが未登録の場合、及び、ステップ１００４において受信した呼参加者情報要求に含
まれるＳＩＰ－ＵＲＩが未登録の場合、３ＰＣＣモジュール部２１０２は、呼参加者情報
要求失敗応答（エラーレスポンスメッセージ）を生成し（１００８）、生成した呼参加者
情報要求失敗応答をＳＯＡＰ制御部２１０１に送信する。ＳＯＡＰ制御部２１０１は、呼
参加者情報要求失敗応答を受信し、呼参加者情報要求の失敗を示すＳＯＡＰ　ｇｅｔＣａ
ｌｌＰａｒｔｉｃｉｐａｎｔｓＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＲｅｓｐｏｎｓｅをＷｅｂサーバ
１に送信する（１００７）。
【０１０１】
　図１５は、第１の実施の形態のＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２における呼終了要求受信時
の手順を説明するシーケンス図である。図１１は、第１の実施の形態のＳＯＡＰ－ＳＩＰ
アダプタ２における呼終了要求受信時の動作を説明するフローチャートである。
【０１０２】
　図１５、図１１は、Ｗｅｂサーバ１が呼終了する動作について説明する。図１５のステ
ップＳ４１～Ｓ４４の処理は、上述のステップＳ１２－１～Ｓ１２－４の処理に対応する
。
【０１０３】
　Ｗｅｂサーバ１は、ＳＯＡＰ　ｅｎｄＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＲｅｑｕｅｓｔ（呼終了
要求）をＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２に送信する（Ｓ４５）。ＳＯＡＰ　ｅｎｄＣａｌｌ
ＳｅｓｓｉｏｎＲｅｑｕｅｓｔは、呼終了したい呼のｓｅｓｓｉｏｎＩＤを含む。より具
体的には、Ｗｅｂサーバ１は、上述のステップＳ４で記憶されたｓｅｓｓｉｏｎＩＤを含
むＳＯＡＰ　ｅｎｄＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＲｅｑｕｅｓｔを生成し、ＳＯＡＰ－ＳＩＰ
アダプタ２に送信する。一例として、Ｗｅｂサーバ１は、端末５ａより、ユーザ操作に基
づいて上述のステップＳ４で記憶されたｓｅｓｓｉｏｎＩＤから呼終了したい呼のｓｅｓ
ｓｉｏｎＩＤを選択してもよい。
【０１０４】
　ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２は、ＳＯＡＰ　ｅｎｄＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＲｅｑｕｅ
ｓｔに含まれるｓｅｓｓｉｏｎＩＤをキーにＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２で保持している
セッション情報テーブル２０１０を検索し、一致するｓｅｓｓｉｏｎＩＤ２０１１のテー
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ブル情報から切断する端末５ｂ、５ｃを特定して切断する（Ｓ４６～Ｓ５６）。以下、Ｓ
ＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２におけるステップＳ４６～Ｓ５６の詳細な動作について説明す
る。
【０１０５】
　ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２のＳＯＡＰ制御部２１０１は、ＳＯＡＰ　ｅｎｄＣａｌｌ
ＳｅｓｓｉｏｎＲｅｑｕｅｓｔ（呼終了要求）を受信し、呼終了要求を３ＰＣＣモジュー
ル部２１０２に送信する（Ｓ４６）。この呼終了要求は、ＳＯＡＰ　ｅｎｄＣａｌｌＳｅ
ｓｓｉｏｎＲｅｑｕｅｓｔ内のｓｅｓｓｉｏｎＩＤを含む。３ＰＣＣモジュール部２１０
２は、呼終了要求を受信すると（１１０１）、受信した呼終了要求に含まれるｓｅｓｓｉ
ｏｎＩＤに基づいてセッション情報テーブル２０１０のｓｅｓｓｉｏｎＩＤ２０１１を検
索する（１１０２）。
【０１０６】
　受信した呼終了要求に含まれるｓｅｓｓｉｏｎＩＤがセッション情報テーブル２０１０
に登録済みの場合、３ＰＣＣモジュール部２１０２は、呼終了要求成功応答を生成し（１
１０９）、生成した呼終了要求成功応答をＳＯＡＰ制御部２１０１に送信する（Ｓ４７）
。ＳＯＡＰ制御部２１０１は、呼終了要求成功応答を受信し、ＳＯＡＰ　ｅｎｄＣａｌｌ
ＳｅｓｓｉｏｎＲｅｓｐｏｎｓｅ（呼終了要求成功応答）をＷｅｂサーバ１に送信する（
Ｓ４８、１１１０）。なお、ＳＯＡＰ　ｅｎｄＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＲｅｓｐｏｎｓｅ
は、成功応答のみが送信されてもよい。
【０１０７】
　また、該当したｓｅｓｓｉｏｎＩＤ２０１１によりセッション情報を特定し、通話中の
２者（ここでは端末Ａ５ｂ、端末Ｂ５ｃ）を特定する（１１０３）。例えば、３ＰＣＣモ
ジュール部２１０２は、受信した呼終了要求に含まれるｓｅｓｓｉｏｎＩＤに対応する呼
参加者情報テーブル２０２０を参照し、各端末Ａ５ｂ、端末Ｂ５ｃのＳＩＰ－ＵＲＩ２０
２１をそれぞれ取得する。メディアストリーム制御部２１０３は、メディアストリームの
転送を停止する（１１０４）。なお、３ＰＣＣモジュール部２１０２から、メディアスト
リーム転送停止要求をメディアストリーム制御部２１０３に送信してもよい。
【０１０８】
　３ＰＣＣモジュール部２１０２は、取得されたＳＩＰ－ＵＲＩの一方に従い、取得され
たＳＩＰ－ＵＲＩを含む切断要求（Ａ）をＳＩＰ制御部２１０４に送信する（Ｓ４９、１
１０５）。ＳＩＰ制御部２１０４は、切断要求（Ａ）を受信し、受信した切断要求（Ａ）
に含まれるＳＩＰ－ＵＲＩをＴｏ　ＵＲＩとして、ＳＩＰのＢＹＥメッセージ（Ａ）を端
末Ａ５ｂに送信する（Ｓ５０）。
【０１０９】
　同様に、３ＰＣＣモジュール部２１０２は、取得されたＳＩＰ－ＵＲＩの他方に従い、
取得されたＳＩＰ－ＵＲＩを含む切断要求（Ｂ）をＳＩＰ制御部２１０４に送信する（Ｓ
５１、１１０６）。ＳＩＰ制御部２１０４は、切断要求（Ｂ）を受信し、受信した切断要
求（Ｂ）に含まれるＳＩＰ－ＵＲＩをＴｏ　ＵＲＩとしてＢＹＥメッセージ（Ｂ）を端末
Ｂ５ｃに送信する（Ｓ５２）。
【０１１０】
　端末Ａ５ｂは、ステップＳ５０において受信したＢＹＥメッセージ（Ａ）に対する２０
０　ＯＫ（Ａ）をＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２に送信する（Ｓ５３）。ＳＯＡＰ－ＳＩＰ
アダプタ２のＳＩＰ制御部２１０４は、２００　ＯＫ（Ａ）を受信し、切断完了通知（Ａ
）を３ＰＣＣモジュール部２１０２に送信する（Ｓ５４、１１０７）。
【０１１１】
　同様に、端末Ｂ５ｃは、ステップＳ５２において受信したＢＹＥメッセージ（Ｂ）に対
する２００　ＯＫ（Ｂ）をＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ２に送信する（Ｓ５５）。ＳＯＡＰ
－ＳＩＰアダプタ２のＳＩＰ制御部２１０４は、２００　ＯＫ（Ｂ）を受信し、切断完了
通知（Ｂ）を３ＰＣＣモジュール部２１０２に送信する（Ｓ５６、１１０８）。
【０１１２】
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　なお、ステップ１１０２において、受信した呼終了要求に含まれるｓｅｓｓｉｏｎＩＤ
が未登録の場合、３ＰＣＣモジュール部２１０２は、呼終了要求失敗応答（エラーレスポ
ンスメッセージ）を生成し（１１１１）、生成した呼終了要求失敗応答をＳＯＡＰ制御部
２１０１に送信する。ＳＯＡＰ制御部２１０１は、呼終了要求失敗応答を受信し、呼終了
要求の失敗を示すＳＯＡＰ　ｅｎｄＣａｌｌＳｅｓｓｉｏｎＲｅｓｐｏｎｓｅをＷｅｂサ
ーバ１に送信する（１１１０）。
【０１１３】
　図１９に、ｗｅｂサーバ１により、電話帳データ、発信履歴データ、及び着信履歴デー
タを参照させる動作を説明する。
【０１１４】
　３ＰＣＣサービスを利用するユーザは、例えば、端末５ａなどからｗｅｂサーバ１へア
クセスし、ログインをする。ｗｅｂサーバ１の処理部１００は、ログインを受け付けたユ
ーザＩＤをキーとして、電話帳テーブル、発信履歴情報テーブル、及び着信履歴情報テー
ブルの少なくともいずれかに検索を行う。そして、検索の結果、各々のテーブルごとに、
一のユーザＩＤに対応するデータ（群）を抽出する。そして、各々のテーブルごとに抽出
されたデータ（群）を、端末５aに送信する。ここでは、ｗｅｂサーバ１がデータ（群）
送付とあわせて、端末５aにデータ群の表示まで指令し、端末５aにデータ群の表示がなさ
れる実施形態を説明している。
【０１１５】
　ログインしたユーザ、つまり電話帳テーブル２４１０のユーザＩＤ２４１２について、
対応した電話帳データ、発信履歴データ、着信履歴データを参照することができる。表示
方法は、例えば、各々のデータに対応するタブを利用し、１つのウィンドウにて参照する
。
【０１１６】
　図２０－１は電話帳表示例を示す。ログインしたユーザに関する情報が表示される。、
図２０－２は発信履歴表示例を示す。ログインしたユーザの発信履歴が、例えば、発信先
と発信時間と発信先表示アドレスとの組合せにより、セッションごとに表示される。図２
０－３は着信履歴表示例を示す。ログインしたユーザの着信履歴が、例えば、発信元と着
信時間と発信元表示アドレスとの組合せにより、セッションごとに表示される。
【０１１７】
　また、ｗｅｂサーバ１が各々のテーブルごとに抽出されたデータ（群）を、端末５ａに
送付し、端末５ａではそれらのデータ（群）からユーザの指定する情報のみを表示可能と
するアプリケーションを有してもよい。
【０１１８】
　なお、電話帳の登録、削除、編集や、電話帳テーブル２４１０の、名前２４１３、ふり
がな２４１４、アドレス２４１５は、端末５aのＧＵＩ画面によりを更新してもよい。
【符号の説明】
【０１１９】
１　Ｗｅｂサーバ
２、６　ＳＯＡＰ－ＳＩＰアダプタ
３　ＳＩＰサーバ
４　ＨＧＷ
５、７　端末
１００　処理部
１１０　入力部
１２０　表示部
１３０　記憶部
１４０　通信インタフェース
２００１、５００１　ＣＰＵ
２００３、５００３　ＩＦ
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２００４、５００４　メモリ
２０１０　セッション情報テーブル
２０１１　ｓｅｓｓｉｏｎＩＤ
２０２０　呼参加者情報テーブル
２０３０、５０２０、６０２０　端末情報テーブル
２０４０、５０３０、６０３０　メディアストリーム制御情報テーブル
２１０１、５１０１　ＳＯＡＰ制御部
２１０２　３ＰＣＣモジュール部
２１０３、５１０３　メディアストリーム制御部
２１０４、５１０４　ＳＩＰ制御部
２４００　端末情報テーブル
２４１０　電話帳テーブル
２４２０　発信履歴情報テーブル
２４３０　着信履歴情報テーブル
５０１０、６０１０　コネクション情報テーブル
５０１１、６０１１　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎＩＤ
５１０２　ＮＧＮ接続モジュール部
Ｎ１　インターネット
Ｎ２　ＮＧＮ

【図１】 【図２】
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【図３－１】

【図３－２】

【図３－３】

【図３－４】

【図４】 【図５－１】

【図５－２】



(25) JP 5677526 B2 2015.2.25

【図５－３】

【図５－４】

【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】
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【図１８】 【図１９】

【図２０－１】

【図２０－２】

【図２０－３】



(29) JP 5677526 B2 2015.2.25

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  川井　恵理
            神奈川県川崎市幸区鹿島田８９０番地　株式会社日立製作所　ネットワークソリューション事業部
            内
(72)発明者  宇都宮　拓真
            神奈川県川崎市幸区鹿島田８９０番地　株式会社日立製作所　ネットワークソリューション事業部
            内

    審査官  保田　亨介

(56)参考文献  特開２００５－３１８４３９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－２７４１７０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－０６７５４４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００２－１５２４０６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－２１３０２７（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              　Ｈ０４Ｌ１２／００－１２／２６
              　　　　　１２／５０－１２／９５５
              　Ｈ０４Ｍ３／００
              　　　　　３／１６－３／２０
              　　　　　３／３８－３／５８
              　　　　　７／００－７／１６
              　　　　　１１／００－１１／１０


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

